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【視覚優位と聴覚優位】 
ここに紹介する「天才と発達障

害」の著者である岡南氏は、子供

のころから今でいうところの発達

障害とよばれる子供であったらし

い。なぜか？彼は、小さいころか

ら記憶や物事を組み立てるときに、

いわゆる「ことば」を使っていな

くて、映像記憶に頼っていたそう

なのだ。視覚が異常に発達してい

て、見たものがそのまま映像とし

て記憶されているそうで、それだ

けでなく、物事を考える際には、

映像記憶をもとに考えるのだそう

だ。普通の人々が、「ことば」とい

う聴覚に基づいた記憶の呼びおこ

しをやっているのとは異なり、映

像＝視覚記憶なのだそうである。

ことばも聞いて覚える言葉でなく、

見て覚える文字として記憶してい

る。これはすごいことです。とい

うか、いままで、風景やデザイン

あるいは芸術の話を書いてきたが、

基本のスタンスとしては、私と同

じ感覚で記憶し、物事を考えると

いうことをベースにしていたが、

その基本スタンスが違う場合もあ

るということなのだ。彼の場合は、

発達障害としても認知されるよう

に極端に視覚認知力が強い場合で

あるが、そこまで行かなくても、

普通の人々の中に、視覚がより強

力な人もいれば、聴覚がより強力

な人もいるということでもある。 
恐らく、これまで書いてきたこ

とに対し、「ごもっともごもっと

も」と思って読んでくれていた人

は、私と同じ感覚を持っている人

で、「こいつの言っていることは、

ぐだぐだとしていて、よくわから

ん。」と思わせてしまった人は、私

の感覚と対極にある人なのかもし

れない（その前に、文章力がある

なしの問題もありますが） 
私自身は、物事を積み上げてい

くというプロセスはどちらかとい

うと苦手で、全体像をつかみ、あ

るいは作り上げて、それから細部

に入るという傾向を持っている。

ちなみにこのタイプは、視覚感覚

が強い人だそうだ。聴覚感覚が強

いということは、時系列に流れる

中で論理的に積み上げるタイプだ

そうである。 
ちなみに、この本の中で、その

両極端な資質を持った人物を紹介

している。視覚優位として異常に

発達していたのはサグラダ・ファ

ミリアを設計したアントニオ・ガ

ウディ。一方の聴覚優位のひとは、

「不思議の国アリス」を書いたル

イス・キャロル。二人の人物像を、

彼の独特視線で分析している。 
デザイナーとして成功する人は

当然視覚優位の人であり、岡氏も

住宅インテリアデザイナーとして

成功していると言っているが、さ

て、自分のことについては、先ほ

ど、視覚優位的な傾向がありそう

と書いたが、頭の中に視覚記憶が

どんと残ることはない。かといっ

て言葉の記憶もあまり残るほうで

はないが。当然、物事を考えると

きには、言葉を使って考えている

ため、岡氏やガウディのようなこ

とは起きていない。 
いままで、いくつか風景デザイ

ンのことを書いてきたが、自分の

感覚を客観的に捉えて見直すとど

うなるだろうか。公共デザインを

語るときには、ソムエリのように

言葉にして表現できなくてはとい

うことも書いたが、それは、聴覚

優位の見方をより訓練することに

はなっても、視覚優位の見方とは

異なる。この、言葉で表現する、

文章化するという作業は、視覚的

なデザインの分野にどのようなポ

ジションが与えられるのであろう

か。風景を読み解くと言ってきた

が、読み解くということは、これ

も聴覚優位の訓練でもある。つま

りは、これらは、技術者の生業と

して、そのような論理的な表現を

やらなければいけないということ

はあるが、しかし、そこに落ち込

んでしまうと、本来の視覚優位の

見方は歪んでいくかもしれない。 
デザイナーはデザイナーらしく

視覚優位の表現で、あるいは組み

立てで行っていくとした場合、視

覚記憶の訓練をするのか、2次元で
なく３次元の想像力をもつように

訓練するのか？・・・・・ 
それにしても映像で考えるとい

うのは、サイレント映画のように、

頭のなかが静かなのでしょうねえ。

うらやましい限りです。 
ということで、今回は、まとも

な？本の紹介ということで、書店

で買って読んでみてください。目

から鱗です。【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第28号) 
人間一人ひとりが感じている感覚は、他人には理解できないものであるという

ことはわかっていましたが、こんなに感覚の異なる受け止め方をしている人間が
いるということは、驚きです。ガウディの建築物が今一つ私には意味不明のところ
があるのは、こんなところに原因があるのかも・・・・・・ 

岡南氏の「天才と発達障害」を読みながら、これまでを振り返って 

 


